
吸水シー卜に関する研究

Study of the Water Absorbing Material 

概要
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消防隊のホ スからの昔話水などによる水損防止用資料として使用できるl吸水体の選択を行い性能試験を

w施した。

漏水などによる溜まり水の除去作業には、~((~勾性繊維(パルプ)をぷ材としたスポンジ状のl吸水体が、

従来使用している資材(タオル等)に比べ似れていることがわかった。

Water leakage from a hose line could cause a seriolls damage. Various water absorbing materials 

are available for salvage operations， bllt no comparison was Illade concerning their water absorbing 

performance 

After a series of tests. a spongy water absorbing material made of vegitable fiber or pu1p was 

proved to b巴 superiorto the so far used Illaterials slIch as towels. 

1 は じ め に

消防活動をする上で、消火水などによる被存を

防止することは、重要な問題となっている。そこ

で、消火水による|、|結への漏水、消火ホースから

の漏水等による溜まり水を除去する資材として、

吸水性に低れ、繰返し使用可能なぷ材を用いたl放

水シート作成:こ関する研ヲ-tを行っている。

今回は、水損防止資材として各祁吸水体の吸水

性、保水性、繰返し使用時のl吸水id、機械的強度

について、他自El試験を災施したのでその結果を報

告する。

2.実験方法

(1) 試験片

ア 試験片A 植物性繊維(パルプ)をスポン

ジ状にしたもの。(写真 1) 

イ 試験片B:ナイロンスポンジに不織布を張

り合わせたもの。(写真 2) 

ウ 試験片C:軟質ウレタンフォームにタオル

(綿)を縫い付けたもの。(T，Ti:l ) 
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エ I試験片D 綿100%のタオル

オ 試験片 E:アク リル100%の毛布

カ 試験片 F:毛100%の毛布

なお、試験片D、E、Fについては、実験前

に親水処埋(洗涼)を施した。

(2) 試験項目及び方法

ア吸水性

吸水性 (1股上げ高さ)は、 3cm脳に切った

各税ぷ験片を I~~ り下げた状態で、切り 口から

水を吸い上げた I~':jさで示す。(切り口から 1cm 

水中に入れ、 10分間放i位する。)

イ保水性

保水性を1¥:l復するため、試験片を、水中に

浸演させた後、 l分間水平状態または、吊り

下げた状態で放置した後の重量を測定した。

ウ 繰返し使用した場合の吸水-lA

試験片を、水中に;公がldせた後、吸水条件

を一定にするため、 1分間水平状態で放回し

た後、90kgf.cmのカて'絞り、 l放水量を測定する

試験プn1、で連続10回測定した後、自然乾燥さ

せ、同内容の試験を繰り返し行った。

エ機械的強度

3 cm幅に切った試験片の乾燥時及び吸水時

の引張強度を測定した。試験方法は、インス
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写真 l

卜ロン型万能試験機(形式S-500-D，lf!i津製作

所)を用い、つかみ間|両日 cm、引張速度 4cm/ 

mll1で引張り、ぺンレコーダ により連続的

に測定した。

3 結果及び考察

(1) 吸水性

l吸水性(1汲上iflS'jさ)の結果を悶 lに示した。
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図 l 吸上げ高さ

l吸上げ高さ については、 Dが最 も優れ、次に

A、Cが俊れている o Bは、イミ織布による l汲上

け、は大きかったが、スポンシによる!日立一l二げは、

ほとんど見られなかった。

これは、それぞれのオミ材により、毛細管現象

による働きの大小によるものと考えられる。

(2) 保水性

保水性については、吊り下げた状態における
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図 2 保水性

保水性について、時間経過に伴う重量減少率を

図 2に示した。

B、Fは、吸水体自身のl汲水性が悪いため、

今回の実験においては、外部から圧力を加え、

強制的に吸水させた(手で押しながら吸水させ

た。)結果である。

吸水性については、 Aが優れている傾向を得

寸

h九」。

(3) 繰返し使用した場合の吸水量

吸水量の結果(重量変化倍数で表す。)を図 3

に示した。

B 、ドは、吸水体自身での吸水性が:t~いため、

外部から圧力を加え、強制的にl吸水させた(手

で押しながら吸水させた。)結果である。

B、Aが、吸水泣の多い傾向を得た。繰返し

使用した場合、 D、E、Fは、吸水性の劣化が

(15) 
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図3 繰返し使用した場合の吸水量

見られ、'丈l倹回数を増すにつれて、吸水111が多

少減少するft(([tljがみられる。これは、繊維の抜

け及び、繊維の状況 WH計が!rっているとき、

以ているとき)なとが彩fffを与えていると考え

らtLる。

Bについては、必:1;11的に吸水させている他に、

顕微J~'lU)飢去さによると、新品の状態では、 気孔

部のj折々に膜が付利しており'丈験回数が明える

ごとに除かれ、対イL数の増加が、 l放水-~I.( に ~0仰

を与えている と考えられる。

(4 ) 機械的強度

C は、紛:j~ し{史則した j幼 fTの l汲水 l l f測定試験

中、 l放水体が裂ける状況であったので、 l放水体

(ウレタ ン川分)のみの支験を笑施した。

Fは、繰返し使用したjiJf7のl汲水lil泊11!E試験

中、繊維が妓ける状況であり、【試験を省略した。
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図4 機械的強度
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図4に結果を示した。乾燥時、 l汲水時ともに

E 、D、B、A、Cの順に機械的強度が両い傾

向を得た。

(5) 作業性

[放水したシートの水を排出するために、搬送

時の放出水盛及び、作業性を考出して考祭する

と次のとおりである。

ア 乾燥l時の外観、感触

A:収納変形し、堅い。

B 、C、D、E、 F:ソフト。

イ l放水時の外観、感触

A:吸水にともない若干膨張。ソフト。

C:吸水にともないウレタン部が、約30%

!品i;'Hえし、外傾11をタオルで縫っているた

め形状変化(波うつ)する。ソフト。

B 、D、E、F:ソフト。

ウ l汲水速度

A、C、D:速L、。(水面に問くとともにl汲

水する。)

F'やや避し、。(水面に凶し〉た状態では、吸

水するまで、多少時間がかかる。)

B、F:i星しる。(水面に霞いた状態では、水

面に浮いている状態である。)

エ拭き取り

A:良し'0 きれいに拭き取れる。)

C 、D:普通。(多少、拭き残りができる。)

B 、E、F:怒し冶。(ほとんど、拭きとれな

)
 。、

し

オ 絞り易さ、絞りに対する強度

A， B :絞り易く、ある程度、強度合イサす

る。

C:形状変化及び、ウレタンの弾力性によ

り絞り難く、繰り返し作 業するとウレ

タンが裂ける。

D:絞り易い。強度を有する。

E:ゴワゴワし絞り難い。強度を有する。

F:繰り返し作業すると、繊維が抜け扱い

難い。

カ搬送性

A:良い。(ポタポタと流れ落ちる。)

C 、E:普通。(細い線状で流れ落ちる。)

B 、D、F: !ID~ 、。(太い線状で流れ落ちる 。 )
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4. まとめ

作業性を考慮 し、実験結果をまとめ、表 1に示

した。

表 1 評価

よ戸?11A B C D E 

吸 水 '性 O × O 。 ム × 

保 水 '性 。 O ム ム

繰返し時の l汲水量 。 O ム ム

機械 的 強 度 ム O O 。

作 業 '性 。 ム ム O ム × 

牢 実験項目の評価については、実験結果より

特に優れているものを。、後れているものを

O、中をム、他に劣るものを×、 は対象外と

する o (保水性、繰り返し時の吸水::，("こおける

B 、Fは、強制的に吸水させた試験結果であ

り、機械的強度における Cは、ウレタンのみ

による試験結果であるため、評価対象外とし

た。機械的強度における Fは未実施である。)

今回の実験は、はじめに述べたように、漏水に

よる溜まり水の除去に使用する資材の作成である

ため、実験項目における保水性、繰返し使用時の

吸水量及び、作業性について重視し、総合評価す

ると、試験片A(植物性繊維)が総合的に優れて

いる結果を得た。

しかし、吸水シートが吸水した水は、保持のし

方が悪かったり、わずかに力を加えただけ(例え

ば、握る、絞るなど)でも、すぐに流れ出てしま

うため、水を吸水したシートを長距離搬送するよ

うなことは避け、 バケツ等の容器を利用して、吸

水した水を、その場で容器に移し変えることによ

り、効果的に作業をすることが可能と思われる。

なお、試験片Aは、植物性繊維であるため、廃

棄、焼却処理が可能である。
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